
1.発生動向 3．新型コロナウイルス感染症の段階適用状況

週 週 週 週 注意報レベル
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

対応状況 〇 ◎ 〇

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。

【 全数報告疾病 】

4類：E型肝炎

男性１名 ※全数報告疾病・・・すべての医師から届け出が必要な疾病

【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より減少しました。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より減少しました。

• Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎（溶連菌）は前週と同数の発生

で、警報レベル継続中です。

• 感染性胃腸炎は前週より増加しました。

【 集団発生情報 】

保育施設及び高齢者施設において新型コロナウイルス感染症

の集団発生がありました。感染対策に努めましょう。

【 感染症コラム～E型肝炎～ 】
• ウイルス性の急性肝炎で、病原体はE型肝炎ウイルスです。

• ウイルスに汚染された食べ物を経口摂取することで感染し、

妊婦が感染すると劇症肝炎となる割合が高くなります。

• 感染した人が便中に排出するウイルスが感染源となります。

• ブタ、シカ、イノシシ、ウシなどの多くの動物がE型肝炎ウイル

スに感染するため、イノシシの生レバー摂食が原因とみられる

死亡例や豚レバー、シカの生肉など動物由来の報告もありま

す。

• 潜伏期間が平均6週間と長く、悪心、食欲不振、腹痛等の消化

器症状を伴う急性肝炎を呈します。

• 治療は対症療法のみです。

• 流水・石けん手洗い、野生動物の肉は中心部までよく加熱処

理をする等が重要です。

• A型肝炎同様汚染地域への旅行では、飲料水、食物に注意が

必要です。

国の基準に基づき、在院者数に応じた本県の段階（0～Ⅲ）を定め、段階に応じて即応病床数を

設定しています。


